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主任研究員：  戸塚ゆ加里 （国立がん研究センター研究所） 

研究目的：化粧品や商業用品等に使用されている種々のナノ
マテリアル（フラーレン、カオリン、マグネタイト、多層カーボナ
ノチューブ）の遺伝毒性についてin vitroおよびin vivo実験
系を用いて検討した。 

期待される成果、今後の展望：本研究により得られる成果はナノ
マテリアル製品への曝露による有害性、更に遺伝毒性の評価に
利用可能な手法の開発に極めて有用なものになると考えられる。  

ナノマテリアルの遺伝毒性及び発がん性に関する研究 



ナノマテリアルにより
誘発される遺伝毒性 

反復気管内投与（ 0.2  mg/個体x４回） 
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In vivo 変異原性試験 In vivo 遺伝毒性試験
（コメットアッセイ） 

In vitro 小核試験 
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単回気管内投与（ 0.2  mg/個体） 

溶媒 

対象 
フラー
レン 

カオ 

リン 
MW 

CNT 

マグネ 

タイト 

ICR  

… … … … … 
… … A549 

gpt delta  

成果１ 

* 



ナノマテリアルの気管内投与により肺に誘発される突然変異パターン 
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G:C → C:G 
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G:C → A:T 
 NO 

ナノマテリアルの遺伝毒性には酸化ストレス及び炎症が関与している 

◆ 全てのナノマテリアル投与群に共通してG:C→C:G変異が増加した 

◆ カオリン及びマグネタイト投与群ではG:C → A:T変異も増加した 

G:C -> A:T 

A:T -> G:C 

G:C -> T:A 

G:C -> C:G 

A:T -> T:A 

A:T -> C:G 

Deletion 

Insertion 

Others 

フラーレン 溶媒対象 

A:T -> G:C 
G:C -> C:G 

カオリン 

G:C -> A:T 

G:C -> C:G 

カーボンブラック 

G:C -> C:G 

G:C -> A:T 

成果２ 


